
最先端・次世代研究開発支援プログラム

１．研究の背景

マグロ、ウナギ、ブリなどの回遊魚は、海から天然の稚魚を捕獲して養殖しています。高品質で安全な国産養殖魚は、海外での

評価も高く輸出量も増えています。しかし近年、近隣諸国でも養殖業が盛んになり、養殖に用いる天然稚魚の争奪・乱獲が

続いています。また、原油高騰、魚価低下、漁業者の高齢化などの影響により、国内の養殖産業は疲弊しています。

２．研究の目標

魚の養殖技術では世界屈指の日本でも、マグロなどの大型魚に卵を産ませ、稚魚を育てて養殖・放流する技術は発展途上で

す。私たちは、「体が小さく水槽内でも産卵するサバの体を借りて、マグロの卵を作らせる」ことを最終目的とし、世界初かつ独自

の研究“代理親魚技術の開発（ある魚に、違う種類の魚の卵を作らせる）”を行います。

３．研究の特色

淡水魚ではヤマメにニジマスの卵を作らせる実験に成功し、この成果は絶滅の危機にある希少なサケを蘇らせる研究に応用さ

れています。しかし、サケ科以外での成功例は未だありません。本研究では、体長1mを超す大型食用海水魚から、卵のもとに

なる細胞を取り出し、体長20cmの小型海水魚に移植することで、その卵を作り出すことを目指します。

４．将来的に期待される効果や応用分野

例えば、親マグロの飼育には年間数億円が必要と言われています。もし、サバがマグロの卵を産み、マグロを飼う必要が無くなれ

ば、飼育コストは年間数百万円以下となり９０％以上削減できます。また、サバは１歳で親になるため、マグロの卵を得るまでの

期間も短縮できます。小さいスペースで、早く・安く・楽に大型食用海水魚の稚魚を作る技術を実用化し、世界的な食料・環

境問題の解決、魚食文化の復興・発展に貢献します。
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